
令和７年度 本市の全国学力・学習状況調査結果 
 
 
 
１ 調査の概要 

本調査は、児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、学習指導の改善を図る目的で、平成 19
年度から実施されています。全国の小学６年生と中学３年生が対象で、今年度は令和７年４月 14
日から 17日に実施されました。 

 
２ 調査の内容 
  調査内容は、小学校は国語、算数、理科、中学校は国語と数学、タブレット端末を利用した理
科が実施され、学習指導要領で育成を目指す、知識及び技能や思考力、判断力、表現力等を問う
問題が出題されました。また、調査する学年の児童生徒を対象とした学習習慣や生活習慣等に関
する児童生徒質問紙調査と、各学校の校長が回答する教育環境等に関する学校質問紙調査が実施
されました。 

 
３ 本市の結果について（授業改善に生かすため、領域ごとにグラフでの比較としています） 
 
 
 
    ＜小学校国語＞         ＜小学校算数＞              ＜小学校理科＞ 
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質問紙調査からは、小学校・中学校ともに、地域や社会をよくするために自分が何かしてみ
たいとの回答が昨年度同様、全国平均を大きく上回っていました。由利本荘市の地域を素材と
したふるさと教育が児童生徒によりよく反映されていることが分かる結果となりました。その
一方、1 日あたりの学習時間は昨年度に続き減少傾向にあります。また、授業でのＩＣＴの活
用については、４年連続増加していますが、全国と比較すると下回っている状況です。放課後
の時間とＩＣＴのより有益な使い方について、さらに改善していく必要があります。 
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